Process of Making Pottery through my works by 井上, 猛雄 & INOUE, Takeo
─ 373 ─
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第 2 号　373～380頁（2018）
1 ．はじめに
やきものは人類の発見した最初の化学変化ともいわれ
ている。千葉県内では土器を始め多様なやきものが人の
生活の跡とともに出土されている。
やきものは歴史，科学や文化からも語ることができる
が，「やきものをつくる」という制作を通して見える特
徴，それに伴う技術や作品について等を，自作をもとに
述べていきたい。
やきものづくりの過程においては，成形，焼成，施釉
など，多くの工程と多様な方法や技術がある。本稿で述
べる内容については，一般的な部分もあれば，あまり用
いられていないようなこともある。近年の自作をもとに，
やきものづくりを振り返り述べていく。
2 ．目的と方法
本稿では，やきもの制作に関する技術的な部分やその
過程とともに作品をあげる。必要な用語や解説について
は，文献や筆者が実際に行っている具体的な方法とも関
連させ述べていく。とりあげる作品は筆者が近年制作し
たもの1）を中心とする。
3 ．作品づくりについて
1）作品主題設定
何をやきものでつくるか，それは制作者によって様々
である。やきものと聞くと工芸のイメージが強い。土を
焼き作品をつくるということであれば純粋表現の彫刻に
も入る。やきものは，花器のような用途のあるものだけ
ではなく，抽象彫刻のようなオブジェまで，形もその目
的も多様である。現代では工芸，彫刻領域の区分もあい
まいになってきている。筆者は，花器，器，オブジェ，
陶壁とやきもので制作するものが様々ある。その制作の
際に主として意識していることは，「やきものでないと
できないもの」である。土の厚み，構成，構造の面白さ，
曲線直線の面白さの追究，そして粘土で実際につくらな
いと分からないものをつくるということである。
筆者の仕事場は印旛沼の畔にある。千葉県の里山の風
景が残っており，水田やあぜ道，雑木林などが多くある。
筆者自身の作品づくりについては，そのような里山の自
然，例えば林の中の光や水田の変化，そこに住まう人々
などから表現の判断材料を得ている。
やきものに用いる材料（おもに土であるが）は，近年
は合成されたものも多くなっているが，基本的に自然か
ら得てきたものである。さらに焼成するために用いる火
も太古の昔から人が使ってきたものである。そうした人
が自然の中から見出して用いてきたものを使い，里山の
自然に添うような形を表していきたいと考えながら作陶
をしている。
2 ）材料について
やきもの制作においては，使用する主材料は「粘土」
である。
筆者は，様々な粘土や他のものを混合して制作のため
の粘土をつくる。本稿ではやきもの制作のために調整し
た粘土については，制作用語の「土」という呼称で統一
する。制作をするための土は，制作者の意図，作品の大
きさ，用途等で使用する土を変えたり，つくったりする。
土は焼成温度や焼成方法により，色を様々に変える。
やきものは材料からつくることのできる面白さがあ
る。しかしそれは，難しさでもある。土もその一つであ
り，様々な条件を加味して自分の表現に合う土づくりを
する。
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筆者は，基本的には「陶板土」「信楽赤土」を中心に
「木節粘土」を加えて土をつくる。
陶板土は陶壁や大きな作品をつくる際に向いた粘土で
ある。硅石，長石が多く入っており，本焼き2）時の収縮
率3）が低い。単体で焼成した場合，基本的には白系の色
の焼き上がりになる。信楽赤土は，信楽焼の産地である
滋賀県で出土された粘土の呼称であるが4），学校教育の
中でも用いられる一般的な粘土であり，鉄分を多く含み
単体で焼成すると赤色系となる。木節粘土は，やきもの
用粘土の基本土になるものの一つ5）であり，枝葉などが
堆積して粘土となっていった二次粘土である。
それらを混合して練り，「土」をつくる。それをもと
にオブジェや陶壁，花器，器などを制作する。
制作前には，土練りを行う。やきものの土に，空気が
入っている場合，焼成の際に作品が土の中の空気の膨張
により爆発してしまうことがある。それを避けるために
必ず土を練る。基本的には菊練り6）を行い，土の中の空
気を抜き，外側と内側の土内の水分を調整する。
3 ）焼成について
やきものの焼成については，「焼物の技術のうちで最
も重要な，最も六ヶ敷いことであり……焼物師の間では
一焼き，二土，三細工という諺があるくらい」7）といわ
れている。学校教育の中では電気やガス，灯油といった
燃料を用いた窯が多い。筆者の作品の焼成には，灯油窯，
薪と灯油の併用の登窯を用いて行っている。
やきものの焼成のように，一定の高温を継続して出し
続ける築窯の歴史は，科学技術の発展の歴史とも重なる。
窯の形態や焼成方法は多様である。時代によっても変化
があるが，筆者が用いている灯油窯（図 1 ）の構造は，
図 2 のように，火口で燃焼をさせ窯の内部に熱を送りこ
み，煙突から熱を出すという循環を高めて温度を上昇さ
せる構造のものである。登窯は，土地の傾斜等を利用し
て焼成する部屋をいくつも連ねたものである。全ての焼
成部屋を使う必要はなく，下から上へと傾斜を利用して
温度を効率よく上げていくことができる。一つの部屋は
人一人が入って作業できるくらいの大きさがあり，大量
に作品を焼成することもできる。
4 ）制作過程
制作にあたっては，テーマや主題を決めた後に，ラフ
スケッチを行い，イメージをまとめて土での制作にとり
かかる。しかし完全な完成図を描くことはしない。制作
においては土だからこそできる形を目指しているため，
紙に起こせない形もあったり，途中で形を変更する場合
もある。基本的にはひも状の土を積み重ねて成形する
「ひもづくり」で成形していく（図 3 ，作品 4 ～12）。や
きものの制作には，教育現場で用いられている技術とし
て他に板づくり（作品 1 ，13），手練りなどがある。
ひもでつくることは，成形が自在に行えること，大き
な作品にも向くなどの特徴がある。縄文土器や埴輪など
もひもでつくられた造形物である。ひもづくりの難しさ
は，土が柔らかいうちは，一気に積み上げてつくると重
さで潰れてしまうので，時間をかけて積み上げてつくる
必要がある。
土での制作に掛かる時間は，図 3 のもので約 1 か月程
図 2　穴窯の内部構造（筆者仕事場）
煙突
熱の動き
火口
図 3　林の中の作品（作品の高さ100cm）図 1　窯（筆者仕事場）
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度かかる。制作後は，さらに約 1 か月程度直射日光の当
たらない場所でゆっくり乾燥をさせる。その後，焼成に
移る。大きな作品の場合は，空気や水分が入っている状
態では焼成温度150～200度付近で割れたり爆発したりと
いうこともあるので，さらに低温からあぶり，土の中の
水分をしっかりと抜いた状態にする。
素焼きは700度程度で焼成したものをいう。素焼きの
焼成にかかる時間は穴窯で 6 ～ 7 時間程度である。
その後，筆者の場合は釉薬や天然アルミナともいわれ
る「ふばさみ」を掛け本焼きを行う。施薬はせずに，本
焼きをする場合もある。
本焼きは，灯油窯で22時間，登窯では約24～30時間か
土間には，その土地や家のもつ経年変化や記憶が現れている。印旛沼の畔にある作業場の土間を型どり，粘土に置き換
え焼成し構成した作品。土の色には，焼成に伴う変化が現れている。 「土間」幅200×奥行300×高さ20cm，陶，2015
作品 1　土間
作品 2　「土間」（部分） 作品 3　「土間」（部分）
千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第 2 号　Ⅳ．芸術系
─ 376 ─
作品 4　ねじる形
「土は記憶する」という昔の陶芸家の言葉がある。土を乾燥させた際に，あるいは焼成した際に，土はもとの位置に戻ろうとする。そのこ
とで作品にヒビが入ったり，歪みが生じたりすることがある。土のもつ記憶をもとに「ねじる形」という作品へ。
 「ねじる形」奥／高さ100cm，中／高さ50cm，手前／高さ25cm，いずれも陶，2015
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作品 6　添う形（花器） 作品 7　添う形
作品 5　添う形
土が添う形に，人同士が寄り添うイメージをのせて。オブジェから花器まで。
 「添う形」上／高さ40cm，左下／高さ40cm，右下／高さ90cm，陶，2015
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つくり手として，つくる過程の中で形が変わっていく面白さや難しさを感じる。曲線から曲線，直線から直線，直線から曲線へ，分断は
せずに，つなげていく中で変化を意識し制作した作品である。
 「HからSにいく形」高さ30cm，「KからMにいく形」高さ30cm，
 「Oから円にいく形」高さ120cm，「OからSにいく形」高さ30cm，いずれも陶，2015
作品 8　HからSにいく形
作品1O　Oから円にいく形
作品 9　KからMにいく形
作品11　OからSにいく形
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ける。また本焼きの焼成終了後はすぐに冷ますのではな
く，焼成時間の 2 倍程度の時間をかけゆっくり冷まして
いく。やきものの色は冷める時に決まり，また急冷は割
れにもつながるので，最後まで慎重に行う必要がある。
窯出しは，やきものの醍醐味を味わえる箇所である。
制作時とは異なり，色も大きさも固さも変化し窯から出
てくる。さらに土の癖といったものも本焼き後にはっき
りするものもある。窯出し後は，作品に合わせて，「景
色」つまり表面の状態の調整をしていく。
やきもの制作過程においては，その途中途中で自然に
任せる箇所がある。土の癖，乾燥や焼成，釉薬等のように，
予測はしても制作者の手を離れる箇所があり，イメージ
通りに完成することは他の表現活動と比較すると少ない
だろう。ただ，そこに面白さを見出していくこともやき
ものだからできる。
4 ．おわりに
本稿では，制作の過程を中心に記述した。やきもの制
作においては，“つくる技術”“焼成について”というよ
うに単体でとり上げられることが多い。それ自体を知る
ことでやきものづくりを始められる部分もある。しかし
つくりたいものと，使う技術や用具などは，別々で成り
立っているものではなく，相互に関連し合っている。つ
くりたいものから，技術を選ぶことも，使いたい技術か
らつくりたいものを選ぶことも，どちらを制作の契機に
することもできる。
制作にあたり，何を主題として，または契機として形
をつくりやきものにしていくか，創作するにあたりその
判断は人によって様々できるであろう。
様々な特徴がやきものづくりにはある。時間や手間が
かかったり，イメージ通りにいかないという一見短所に
思えるようなことでも，教育とつながることで効果を生
む一つのきっかけになるかもしれない。
注
1 ）作品 1 ～13までは2015年「ギャラリー睦」（千葉市）
での個展展示の作品である。
2 ）本焼きは，釉薬や土の状況によって温度が若干異な
る。陶器の場合，1,230～1,250℃あたりのものを本焼
きの温度とすることが多い。
3 ）やきもの収縮率は，本焼きまで行うと最初の粘土で
の制作時の大きさの約 8 割程度になると一般に言われ
るが，母体となる粘土の特性による。収縮率が高いも
のは乾燥前の粘土の 6 ～ 7 割になるものもあるが，筆
者の使用する土の収縮率はおよそ 8 ～ 9 割の範囲であ
る。
4 ）信楽土のようにやきもの用粘土には産地の地名がつ
くことが多い。他には土の色の特徴が名称になること
がある。
5 ）木節粘土とは葉や枝が堆積してできた二次粘土とい
われるものである。単体では大変収縮率が高いが，や
きもの用の粘土の基本土として用いられることが多い。
色は白色である。また一次粘土は，火山の噴火時の圧
作品12　球
球体をつくり，若干の乾燥後に波彫りをしたもの。
 25cm径，陶，2015
作品13　花器
土で板をつくり，構成したもの。素焼き後にフバサミを塗布し，
遺跡風の景色を出す。 幅25×奥行25×高さ30cm，陶，2015
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縮等によってできたものがある。
6 ）菊練りは，粘土の中にある空気を出すために粘土を
ひねりながら練る方法である。習得するためには練習
が必要になるが土練りの基本ともいえる。
7 ）内藤匡『新訂　古陶磁の科学』雄山閣，昭和50年，
p. 8  l. 8-9
